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超高齢時代になり，わが国における人工関節置換術の手術数は増加
し，さらに糖尿病や人工透析などのリスクを抱えた症例の割合も高く
なっている．それに伴い感染症を起こす割合も増加してきている．人
工関節の手術における手術部位感染(SSI)は重大な問題であり，起こ
してしまった時のショックは，患者は当然のこと，医師にとっても非
常に大きいものがある．
急性期の感染であれば診断は比較的容易であるが，慢性化させない

ための適切な初期対応が非常に重要になってくる．また，遅発性感染
の場合には炎症反応が乏しく診断に難渋することも多い．さらに起炎
菌が明らかにならないことも多く，治療法の標準化が強く求められて
きた．そこで 2013年に米国フィラデルフィアで Javad Parvizi 先生
らが中心となり，第 1回人工関節周囲感染(PJI：periprosthetic joint
infection)に関するコンセンサス会議が開かれ，204の設問に対する
回答が示された．これにより PJI に関して，診療で疑問に思われる事
項に対する標準的なコンセンサスが全世界に普及し，整形外科全体に
大きな恩恵を及ぼすことになった．
その後 5年が経過し，これをアップデートすべく 2018年に第 2回

会議が開かれた．この会議は 800名もの専門家が集まり，人工関節だ
けではなく整形外科のすべての領域における感染症について論じられ
た．そのエッセンスを皆様にお知らせすべく本特集を組むこととなっ
た．第 2回会議では設問数は 652題に及び，膨大な量のレポートをこ
こですべて網羅することは難しいため，本特集ではコンセンサス会議
に参加したメンバーを中心に，予防，診断，治療に分けて PJI に焦点
を絞り，それぞれの著者の得意な領域を中心に執筆いただいた．それ
ぞれコンパクトにまとめていただいているので是非ご一読のうえ，
PJI 対策の参考となれば幸いである．
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